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１．事業の概要
（１） 事業の目的と計画の概要

・圏央道（大栄～横芝）は、成田国際空港の東側に位置し、田畑の耕作地や丘陵地を通過し、東関東自動車道と接続。
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標準横断図

計画の概要

：延長18.5km・幅員22.0m
：4車線
：15,600～23,200台/日
：平成20年度(2008年度)
：約1,940億円（前回：約1,490億円）

計画延長・幅員
車 線 数
計 画 交 通 量
事 業 化
全 体 事 業 費

事 業 区 間 ：自）千葉県成田市吉岡

至）千葉県山武市松尾町谷津

な り た し きちおか

さ ん む し まつおまち や つ

・首都圏の道路交通の円滑化
・沿道環境の改善
・沿線都市間の連絡強化
・企業活動・地域づくり支援
・災害時の代替路確保

目 的

（単位：ｍ）
位 置 図

平 面 図
成田市

香取市

多古町

匝瑳市

芝山町富里市

酒々井町

八街市

山武市

横芝光町

N

成田国際
空港

大栄JCT

(主)成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC（仮称）

松尾横芝IC

至 佐原香取IC

至 佐倉IC

至 下総IC

至 山武成東IC

再評価対象区間
国道468号

首都圏中央連絡自動車道
（大栄～横芝） 延長18.5km

開通区間
事業中区間
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

23,200台／日

15,600台／日

 位 置 図

首都圏中央連絡自動車道

（大栄～横芝）

千葉県成田市吉岡

千葉県山武市松尾町谷津
さ ん む し まつおまち や つ

な り た し きちおか



２．事業の進捗状況と見込み等
（１） 事業の進捗状況

１） 事業の経緯
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※1 事業認定とは、国土交通大臣または都道府県知事（事業認定庁）が、申請に係る事業が「高い公共性を有し、かつ土地の適正かつ合理的な利用に寄与するものであることを審査し、

当該事業のために土地等を収用又は使用する必要があること」について認定すること

N

再評価対象区間

国道468号 首都圏中央連絡自動車道
（大栄～横芝） 延長18.5km

至 佐原香取IC

至 佐倉IC

至 下総IC

至 山武成東IC
成田市

多古町

芝山町

山武市

横芝光町

富里市

成田国際空港

大栄JCT

(主)成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC（仮称）

松尾横芝IC

開通区間
事業中区間
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

平成20年(2008年) 1月 ：都市計画決定

平成20年度(2008年度) ：事業化

平成25年(2013年) 6月 ：有料道路事業許可

平成25年度(2013年度) ：用地買収着手

平成26年度(2014年度) ：埋蔵文化財調査着手

平成27年度(2015年度) ：工事着手

平成31年(2019年) 3月 ：土地収用法に基づく手続きに着手（説明会開催）

平成31年(2019年) 3月 ：土地収用法に基づく事業認定申請

令和元年(2019年) 6月 ：土地収用法に基づく社会資本整備審議会

令和元年(2019年) 7月 ：土地収用法に基づく事業認定※1告示
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２．事業の進捗状況と見込み等

・用地取得率は約99％（令和5年3月末時点）。
・改良工事、トンネル工事、橋梁工事、函渠工事等を実施。
・引き続き、早期開通に向け事業促進を図る。

（１） 事業の進捗状況
２） 前回事業評価以降の主な整備状況
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成田国際空港

再評価対象区間

国道468号 首都圏中央連絡自動車道
（大栄～横芝） 延長18.5km

大栄JCT

(主)成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC（仮称）

松尾横芝IC

N

至 佐原香取IC

至 佐倉IC
至 下総IC

至 山武成東IC

成田市

多古町

芝山町

山武市

横芝光町

開通区間
事業中区間
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

前回
評価時

R2

今回
評価時

R5

工事中・用地取得中

工事完了・用地取得済み

工事未着手・用地未取得

凡 例（事業進捗）
縦断図
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東関東自動車道

大栄JCT

（主）成田小見川鹿島港線

（主）成田小見川鹿島港線IC（仮称）

国道296号

国道296号IC（仮称）

（主）八日市場八街線

（県）横芝山武線

（主）成田松尾線

松尾横芝IC

高 架 部

土 工 部

トンネル部

凡 例（縦断図）

用地取得率
99％

工事

用地

写真①：函渠工事状況

写真②：トンネル工事状況

②

①

用地取得率
87％

工事

用地
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(至)大栄ＪＣＴ

(至)松尾横芝ＩＣ

R5.10 撮影

(至)大栄ＪＣＴ

(至)松尾横芝ＩＣ

トンネル区間

R5.10 撮影



■ 車両相互（追突）
■ 車両相互（右左折）
■ 車両相互（出会い頭）
■ 車両相互（その他）
■ 人対車両
■ 車両単独

0
100
200
300
400
500

２．事業の進捗状況と見込み等
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（２） 社会情勢等の変化
１） （主）成田小見川鹿島港線・（主）成田松尾線の交通状況等

資料：交通事故データ
（H30～R3）

交通事故類型

並行路線の渋滞発生状況

６３件
（５３％）

１４件
（１２％）

２２件
（１９％）

車両相互の

追突事故が約５割

（118件中63件）

１１件
（９％）

７件
（６％）

下
り

上
り

交通事故

死傷事故率

（件／億台キロ）

寺
台

小
菅

三
里
塚

南
三
里
塚

山
田

文
化
セ
ン
タ
ー
入
口

★ 山
室

松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ
入
口

再評価対象区間
国道468号 首都圏中央連絡自動車道

（大栄～横芝） 延長18.5km

■0～20km/h
■20～30km/h
■30～40km/h
□40km/h以上

大栄JCT

(主)成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC（仮称）
松尾横芝IC

資料： ETC2.0プローブデータ（R4.4～R5.3・全日）

至 大栄IC

至 佐倉IC

至

山
武
成
東
IC

7時
8時

9時
10時
11時

12時
13時

14時
15時

16時
17時
18時

7時
8時

9時
10時
11時

12時
13時

14時
15時

16時
17時
18時

開通区間
事業中区間
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道
主要渋滞箇所★

凡例

至

下
総
IC

旅
行
速
度
（
㎞
／
ｈ
）

N

文化センター入口交差点 （主）成田松尾線側

・（主）成田松尾線の文化センター入口交差点は主要渋滞箇所に特定。周辺には他にも主要渋滞箇所が点在。
・交通事故類型は車両相互の追突事故が多く、全体の約５割を占める。
・圏央道（大栄～横芝）の整備により、交通渋滞の緩和、交通事故の減少が見込まれる。

芝山町

成田市

富里市

山武市

１件
（１％）

40.89 ### 43.49 36.87 34.02 27.74 ### 42.68 # 37.56 #### ### 34.56 45.58 27.67 #### 29.73 26.88 42.05 # ### # # 52.31 ## 30.61 ## 47.48 49.90 # ## 43.01 42.40 # # #
39.92 ### 42.43 35.50 34.63 26.75 ### 41.55 # 36.45 #### 9.01 32.83 43.23 27.66 #### 29.38 28.12 42.73 # ### # # 53.18 ## 34.65 ## 47.85 50.51 # ## 45.91 43.34 # # #
39.65 ### 42.81 35.69 38.10 27.52 ### 42.39 # 41.63 #### ### 36.82 42.22 31.61 #### 31.21 28.30 42.86 # ### # # 52.62 ## 36.56 ## 47.43 48.19 # ## 45.58 42.65 # # #
40.14 ### 43.48 35.80 38.50 27.67 ### 43.03 # 42.88 #### ### 36.81 41.39 33.01 #### 30.98 28.98 43.46 # ### # # 52.59 ## 36.03 ## 47.56 47.37 # ## 46.14 42.52 # # #
40.39 ### 43.87 35.85 38.73 27.61 ### 42.36 # 42.16 #### ### 38.28 43.01 34.12 #### 32.05 29.39 44.07 # ### # # 53.34 ## 36.78 ## 47.93 48.88 # ## 46.53 43.06 # # #
40.73 ### 43.58 35.93 38.43 27.27 ### 43.48 # 41.27 #### ### 38.15 44.55 34.33 #### 32.17 29.72 44.56 # ### # # 54.13 ## 38.39 ## 48.32 50.23 # ## 47.37 43.44 # # #
40.54 ### 43.21 35.61 37.83 26.83 ### 42.06 # 40.97 #### ### 35.93 41.06 34.04 #### 31.83 29.17 43.94 # ### # # 53.14 ## 38.18 ## 47.91 48.71 # ## 46.69 43.30 # # #
39.89 ### 42.93 35.06 37.37 26.85 ### 41.49 # 39.63 #### ### 35.36 42.87 32.89 #### 31.33 28.80 43.11 # ### # # 52.67 ## 36.48 ## 47.42 48.88 # ## 46.20 42.74 # # #
40.59 ### 43.18 35.37 37.22 26.29 ### 39.93 # 37.12 #### ### 33.50 39.57 33.27 #### 31.33 28.09 42.74 # ### # # 52.38 ## 34.45 ## 47.28 49.14 # ## 45.28 42.27 # # #
39.78 ### 43.19 35.90 35.66 25.72 ### 39.82 # 38.68 #### 8.87 33.28 37.60 32.26 #### 31.50 27.83 42.84 # ### # # 52.70 ## 34.07 ## 46.94 49.53 # ## 45.69 43.42 # # #
39.72 ### 42.59 35.16 34.25 25.03 ### 31.93 # 34.68 #### 6.71 30.06 29.07 30.68 #### 27.82 26.38 40.19 # ### # # 50.60 ## 29.95 ## 46.27 48.20 # ## 44.24 43.17 # # #
39.56 ### 42.68 35.65 35.38 25.91 ### 31.89 # 35.51 #### 6.82 30.16 30.42 33.01 #### 28.78 26.82 41.11 # ### # # 51.07 ## 28.21 ## 46.74 48.11 # ## 43.86 43.47 # # #

28.04 ### 42.80 31.21 36.41 27.58 ### 28.45 # 37.35 #### ### 26.73 43.08 38.69 #### 36.42 22.16 35.80 # ### # # 52.69 ## 31.14 ## 23.95 48.24 # ## 47.92 33.27 # # #
23.51 ### 42.59 30.74 37.68 28.67 ### 34.03 # 36.63 #### ### 26.40 43.82 37.78 8.02 24.04 19.16 31.13 # ### # # 52.49 ## 30.28 ## 25.04 47.91 # ## 48.95 35.26 # # #
28.54 ### 42.58 31.88 39.12 27.99 ### 35.38 # 40.34 #### ### 30.37 43.94 39.77 #### 35.92 23.39 38.19 # ### # # 53.09 ## 34.38 ## 38.52 50.61 # ## 47.88 37.91 # # #
28.41 ### 42.96 32.72 39.54 28.72 ### 43.03 # 41.99 #### ### 30.68 43.36 40.13 #### 36.89 24.27 38.22 # ### # # 52.65 ## 33.90 ## 38.21 50.30 # ## 47.65 37.98 # # #
28.26 ### 43.29 32.16 39.47 28.95 ### 44.24 # 42.60 #### ### 30.63 45.35 40.59 #### 37.06 25.49 39.92 # ### # # 53.61 ## 35.36 ## 41.91 51.69 # ## 50.03 39.83 # # #
29.63 ### 43.54 33.05 39.98 29.80 ### 45.00 # 42.01 #### ### 31.65 46.28 41.41 #### 37.87 25.90 40.60 # ### # # 54.62 ## 36.40 ## 42.98 51.91 # ## 51.10 39.96 # # #
28.61 ### 43.23 32.63 39.64 29.05 ### 43.80 # 41.21 #### ### 31.12 44.37 41.09 #### 37.17 25.61 40.69 # ### # # 53.83 ## 35.87 ## 41.85 51.08 # ## 49.76 39.62 # # #
28.49 ### 43.05 32.35 39.82 29.24 ### 43.47 # 41.44 #### ### 31.03 45.22 40.93 #### 37.02 25.29 40.13 # ### # # 53.88 ## 35.07 ## 40.79 51.37 # ## 49.85 39.24 # # #
28.37 ### 43.16 32.30 39.37 29.28 ### 42.60 # 40.46 #### ### 30.40 45.34 40.75 #### 36.94 25.36 39.98 # ### # # 54.19 ## 34.76 ## 36.69 51.65 # ## 50.34 39.36 # # #
29.20 ### 43.89 32.84 38.88 29.28 ### 42.98 # 41.33 #### ### 29.09 44.26 40.03 #### 37.29 25.31 39.35 # ### # # 53.78 ## 35.27 ## 37.00 52.08 # ## 50.88 41.39 # # #
26.26 ### 43.22 32.38 38.33 28.76 ### 39.31 # 38.47 #### ### 21.42 41.28 38.53 #### 34.94 25.92 38.46 # ### # # 53.96 ## 34.00 ## 39.45 51.56 # ## 50.49 40.66 # # #
24.72 ### 43.28 32.91 38.80 29.12 ### 38.07 # 39.40 #### ### 16.66 40.37 39.46 #### 36.02 27.09 40.79 # ### # # 54.18 ## 36.15 ## 42.72 51.89 # ## 50.92 42.44 # # #

千葉県平均
34.0件/億台キロ

東
金
山★

★
（
仮
称
）
新
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★

（
仮
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★
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料
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成田国際空港



２．事業の進捗状況と見込み等
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（３） 事業の見込み等
１） 事業費増加の要因

①土質改良の追加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１７６億円増額
②重金属（鉛）含有土運搬処分の追加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ２２億円増額
③埋蔵文化財発掘調査範囲等の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 １３億円増額
④トンネル補助工法の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ７０億円増額
⑤労務費・材料単価の上昇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１６９億円増額

合計：約４５０億円増額

要 因 内 容 増 額 理 由 増 額

現地条件
の変更

①土質改良の追加
現地調査の結果、切土発生土が盛土材に使用できない土であることが判明したため、土質改良の追
加が必要となった。

約１７６億円

②重金属（鉛）含有土
運搬処分の追加

現地調査の結果、自然由来の重金属（鉛）が検出されたことから、汚染土処理施設へ運搬・処分が
必要となった。

約 ２２億円

③埋蔵文化財発掘
調査範囲等の増加

千葉県教育委員会が測量作業等を実施し調査範囲の精査を行った結果、調査範囲が増加となった。
調査進展の結果、貴重な遺物が発掘されたため、出土品整理費が増加となった。

約 １３億円

計画・工法
の具体化

④トンネル補助工法の
変更

掘削開始後、トンネル天端部からの土砂抜け落ち等が発生したため、芝山トンネル技術検討会を開
催。安全に掘削を行う対策が必要となり、補助工法の変更を行った。

約 ７０億円

単価上昇
⑤労務費・材料単価
の上昇

原材料費の高騰やエネルギーコストの上昇等により、各建設資材価格や労務費が高騰。 約１６９億円

合計 約４５０億円



２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容①
土質改良の追加 ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７６億円増額
○切土発生土の処理について、当初、地質調査結果をもとに直接盛土に使用することを想定。
○切土発生土の土質試験の結果、切土発生土約５１６万㎥のうち約１１１万㎥は、含水比が高く締め固めても固ま

らない粘土質のため、そのままでは盛土に適さない土であることが判明。
○発生土を盛土として使用するに当たり、含水比を低下させるために石灰と混ぜる改良が必要となった。
○また、土質改良を行うに当たり、改良するヤードまでの土砂運搬が必要となった。

6

発生土の土質改良

区分内容
コーン指数qc

[kN/㎡]
用途

通常の施工
性 が 確 保 さ
れ る 粘 性 土
及 び こ れ に
準ずるもの

400

土木構造物
の 裏 込 め 、
道路用盛土、
河川堤 防、
土地造 成、
水面埋立

【発生土利用基準】

コーン指数qc
[kN/㎡]

試験体(1) 171

試験体(2) 72

試験体(3) 140

【切土発生土の土質試験結果】

【切土発生土の状況】

盛土に必要な400kN/㎡を満たさない

【土質改良を実施】

盛土現場
掘削現場

改良ヤード

土質改良が不要

切土発生土
516万m3

当初0m3
→変更約111万m3

通常の土

盛土に使用できる
土砂の例（砂質土）当現場の土砂（粘土質）

十分な支持力が得られず
重機が載ると沈む状態

雨水などの浸食に対して強く
吸水による膨潤性が低い

含水比が高い状態で水が
抜けず粘土状で塊になる

締固め後の強さが大きく
圧縮性が少ない（施工が容易）

⇑  バケットにも
こびリつく状況

出典：国土交通省
「発生土利用基準について」



２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容②

重金属（鉛）含有土運搬処分の追加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約２２億円増額
○現地調査の結果、自然由来の重金属（鉛）が検出されたことから、処理施設へ運搬・処分が必要となった。

7

銚
子
連
絡
道
路

圏央道（大栄～横芝）延長 １８．５ｋｍ
ち
ば
け
ん

さ
ん
む
し

ま
つ
お
ま
ち
や
つ

千
葉
県
山
武
市
松
尾
町
谷
津

（主）成田小見川
鹿島港線IC(仮称)

国道２９６号IC
(仮称)

松尾横芝IC

大栄ＪＣＴ

ち
ば
け
ん

な
り
た
し
き
ち
お
か

千
葉
県
成
田
市
吉
岡

成田国際空港至 千葉

至

つ
く
ば

至 木更津

至 潮来

E51

C4

C4

試料採取状況

鉛検出箇所

物質名 調査結果 環境基準

鉛 0.012～0.016㎎/L 0.01㎎/L

土壌汚染状況調査結果（土壌溶出量試験）

掘削現場
処理施設までの運搬が必要 処理施設

当初0m3 →変更約4万m3

成田市

多古町

芝山町

横芝光町

山武市



２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容③

埋蔵文化財発掘調査範囲等の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１３億円増額
○千葉県教育委員会が測量作業等を実施し調査範囲の精査を行った結果、調査範囲が増加となった。
○調査進展の結果、貴重な遺物が発掘されたため、出土品整理費が増加となった。

埋蔵文化財発掘調査

8

N

大栄JCT
松尾横芝IC

国道２９６号IC（仮称）

（主）成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

凡 例

事業中区間

調査範囲

出土品整理状況

前回
調査範囲は約52万㎡を想定
丸木舟の出土1艘

今回
調査範囲が約58万㎡に拡大
丸木舟の出土が14艘に増加

丸木舟出土箇所

木製品等遺物は、ほとんど朽ちて残らない場合が多いが、高谷川周辺
の低地では泥炭層が形成され、泥炭が木製品等遺物を真空パックして
酸化から防ぎ、往時の姿を残した丸木舟が複数出土した。
出土した丸木船は、往時の生活を知る貴重な資料となります。

丸木舟の整理

出土した丸木舟は、そのままでは劣化してしまうため、洗浄し含有
している水分をポリエチレングリコールに置換、真空冷凍乾燥を行
い、腐食防止後、接合や補填を行います。

栗山川

発掘状況

縄文時代の丸木舟が複数出土



1シフト　L=6000

7°

L=12500 φ114.3

注入式長尺鋼管先受工（AGF-Φ工法）

２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容④
トンネル補助工法の変更・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約７０億円増額
○芝山トンネルは、砂質土で形成された地質構造かつ土被りは、約３～１７ｍ程度の小土被りのトンネルである。
○掘削開始後、トンネル天端部からの土砂抜け落ち等が発生したため、芝山トンネル技術検討会を開催し、安全に

掘削を行うために有効な打設間隔を狭める対策など補助工法の変更を行った。

《補助工法》
芝山トンネル延長 約616m

至

大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

至

松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ

トンネル
掘削方向

至

大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ

至

松
尾
横
芝
Ｉ
Ｃ

最小土被り
3m

最大土被り
17m

注入式長尺鋼管先受工

＜掘削断面における抜け落ち＞

変更後

抜け落ち量最小限

４ｍ

抜け落ち箇所

変更前

注入式長尺鋼管先受工

６ｍ

9

砂質土層

砂質土層

注入式長尺鋼管先受工

トンネル
掘削方向

施工機械（ドリルジャンボ） 施工状況（注入式長尺鋼管先受工）

トンネル掘進方向



２．事業の進捗状況と見込み等
（３） 事業の見込み等

２） 事業費変更の内容⑤

労務費・材料単価の上昇 ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約１６９億円増額
○原材料費の高騰やエネルギーコストの上昇等により、各建設資材価格や労務費が高騰。

今後も上昇が継続する場合、更なる費用増加の可能性がある。

単価上昇

10

■労務単価の伸び率（Ｒ２．４を基準に算出）■建設資材単価の伸び率（Ｒ２．４を基準に算出）

出典 ： （一財）建設物価調査会および（一財）経済調査会による材料費の平均上昇率※

※適用：千葉県（成田）－（但し、異形棒鋼は千葉県、H型鋼は全国）

出典 ： 公共労務費単価※

※適用：千葉県

普通作業員 鉄筋工
トンネル作業員 橋梁特殊工
交通誘導員Ｂ

アスファルト混合物密粒度(13) 異形棒鋼(SD345 D19)

H型鋼(SS400)広幅(300×300) クラッシャーラン(40〜0)

生コンクリート (30-8-20)

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

1.76
（異形棒鋼）

1.55
（H型鋼）

1.38
（生コンクリート）

1.18
（ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）

1.02
（クラッシャーラン）

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

1.10

1.12

1.14

1.16

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

1.15
（交通誘導員Ｂ）

1.11
（トンネル作業員）
（普通作業員）

1.05
（鉄筋工）
（橋梁特殊工）



成田国際空港

再評価対象区間

大栄JCT

(主)成田小見川
鹿島港線IC（仮称）

国道296号IC（仮称）

松尾横芝IC

N

至 佐原香取IC

至 佐倉IC

至 下総IC

至 山武成東IC成田市

多古町

芝山町

山武市

横芝光町

富里市

２．事業の進捗状況と見込み等
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・平成20年度に事業化、平成25年度より用地買収着手、平成27年度に工事着手。
・平成30年度より土地収用法に基づく手続きに着手、令和元年度に土地収用法に基づく事業認定告示。
・用地取得率は、約99%（令和5年3月末時点）。
・改良工事、トンネル工事、橋梁工事、函渠工事等を実施。
・引き続き、早期開通に向け事業促進を図る。

（３） 事業の見込み等
３） 事業進捗の見込みの視点

事業着手

測量・調査・設計

H13

着工
準備

事業化

～年度

都市計画
決定

H19 H20 ～ H25 H26 H27 ～

現在

R5

用地取得

埋蔵文化財調査

工事

H20

H25

H26

H27

開通区間
事業中区間
高速道路
一般国道
主要地方道
一般県道

凡例

R6以降

令和8年度開通見込み（2/4）※

国道468号 首都圏中央連絡自動車道（大栄～横芝） 延長18.5km

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す



３．圏央道の概要と効果

N

（１）圏央道の概要

・圏央道は首都圏３環状道路の１つであり、都心から約４０～６０ｋｍの圏域を環状に連絡する延長約３００ｋｍの道路。

令和5年6月末時点

12

計画延長 開通延長

[C2] 中央環状線 約 47km 約 47km （100%）

[C3] 外環道 約 85km 約 50km （ 60%）

[C4] 圏央道 約300km 約270km （ 90%）

戸塚IC

釜利谷ＪＣＴ

相模湾

東京湾

松尾横芝IC

館
山

道

東
関

道

北
東

道
関

越
道

道央中

東
名

高

三
京
浜

横

横

道

東
京 外 環

京
東

湾
ｱｸ

ｱﾗ
ｲﾝ

成田空港

央 環

高谷JCT

常
磐道

海老名JCT

状

大栄JCT

中

藤沢IC

速

大泉ＪＣＴ

東名ＪＣＴ

新東名

圏

央

道

茅ヶ崎
JCT

大井
ＪＣＴ

大橋ＪＣＴ

第

岸

JCT
つくば

業
中

東
京

湾

東

事

久喜白岡JCT

注：事業中区間のIC、JCT名称には仮称を含む

鶴ヶ島JCT

八王子JCT

川口
JCT

東金JCT

木更津東IC

木更津JCT

千葉東JCT

木更津南JCT

宮野木JCT

葛西JCT

西新宿ＪＣＴ

江北
ＪＣＴ

小菅
ＪＣＴ

成田JCT

三郷JCT

川崎浮島
ＪＣＴ

羽田空港

海老名南
JCT

伊勢原JCT

大黒
ＪＣＴ

伊勢原大山IC

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例

○ ○ ○ ○ ○ ○

幸手IC

境古河
IC 坂東IC

高速横浜環状南線横浜湘南道路

栄IC・
JCT

圏央道
（大栄～横芝）

4車線化事業中4車線化事業中
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2,783
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3,000
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0
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173,793
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120,000

140,000

160,000
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３ ．圏央道の概要と効果
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（２）圏央道の効果［地価上昇、税収増］
・圏央道は、首都圏の幹線道路の骨格となる3環状9放射の道路ネットワークを形成し、平成29年2月の茨城県区間

全線開通により東名高速～東関東道のアクセスが完成、近年では4車線化も進めているところ。

・基準地価格（工業地）の上昇率は、関東上位10地点の中で4地点が圏央道沿線自治体※1である。

・圏央道沿線自治体※1の大型物流施設等は12年間で約580件増加※2、従業者数は約34,000人増加※2、

固定資産税（家屋）※3は約360億円増加。

事業中

凡例（令和4年9月時点）

開通済

調査中

6車線

4車線
2車線

：基準地価格（工業地）上昇率関東地整管内トップ１０の
地点を有する圏央道沿線自治体※1 （令和4年7月都道府県地価調査）

注: 事業中区間のIC、JCT名称には仮称を含む

■固定資産税（家屋）※3の推移

出典： 総務省 地方財政状況調査出典： 総務省 経済センサス

■大型物流施設等の従業者数の
推移※2

約34,000人増加

■大型物流施設等の立地の推移※2

出典： 総務省 経済センサス

約580件増加

出典：都道府県地価調査（国土交通省）

順
位

基準地の所在地

当年価格 変動率

前年価格 前年変動率

（千円／㎡） （％）

1
千葉県船橋市西浦２丁目
６番２外

166 19.4
139 6.1

2
千葉県市川市高谷新町
９番５外

167 19.3
140 6.1

3
神奈川県厚木市下依知
１丁目２５０番１外

135 14.4
118 5.4

4
神奈川県厚木市上依知字
上ノ原３０１２番４

125 11.6
112 6.7

5
千葉県松戸市稔台５丁目
１２番１

174 11.5
156 11.4

順
位

基準地の所在地

当年価格 変動率

前年価格 前年変動率

（千円／㎡） （％）

6
千葉県柏市新十余二
１６番１

142 9.2
130 4.8

7
千葉県柏市風早１丁目
７番１外

83.4 9.0
76.5 6.3

8
神奈川県相模原市南区
当麻字上河原３６５２番外

119 8.2

110 3.8

9
千葉県市原市青柳２丁目
６番４

32.2 7.7
29.9 5.3

10
神奈川県伊勢原市板戸字
毘沙門池３９番２外

92 7.6
85.5 3.6

変動率 ：令和4年7月都道府県地価調査、令和3年7月都道府県地価調査を比較した基準地価格（工業地）の上昇率
前年変動率：令和3年7月都道府県地価調査、令和2年7月都道府県地価調査を比較した基準地価格（工業地）の上昇率

■基準地価格（工業地）上昇率ランキング （関東地整管内）

DPLつくば阿見Ⅱ
R4.5立地 延床約3.7万㎡

3･4位 厚木市
（14.4%）

8位 相模原市
（8.2%）

9位 市原市
（7.7%）

■圏央道沿線自治体※1に立地する大型物流施設、従業者数、固定資産税（家屋）の推移

N

※1 圏央道沿線自治体：圏央道（釜利谷JCT～木更津JCT）が通過等する自治体（５７市町）

※2 経済センサスの民営事業所のうち産業分類（中分類）の「道路旅客運送業」「道路貨物運送業」「倉庫業」「運輸に附帯するサービス業」の合計（ただし、中小企業基本法に基づく「小規模企業者

（概ね常時使用する従業員の数が20人以下の事業者）」を除く）なお、圏央道沿線自治体のうち、政令指定都市については、圏央道が通過等する行政区のみを集計範囲とする

※３ 固定資産税（家屋）：固定資産（家屋）の評価額に応じて課せられる税

約360億円増加

平成21年 平成21年 平成21年令和3年 令和3年 令和3年

圏央道
（大栄～横芝）

ＧＬＰ ALFALINK相模原4
R4.11立地 延床約15.2万㎡

DPL久喜宮代Ⅰ
R4.11立地 延床約16.5万㎡



４．事業の投資効果

・成田国際空港は、国内空港での航空貨物取扱量第１位であり、全国の航空貨物取扱量の約５割を占める重要拠点。
・圏央道（大栄～横芝）の開通により、成田国際空港へのアクセス性が向上し、産業集積を支援。
・ミッシングリンクの解消による輸送範囲の拡大など、産業のポテンシャル発揮に寄与。

（１） 企業活動・地域づくり支援

14

成田新産業特別促進区域９市町の製造品出荷額等

出典：工業統計、経済センサス-活動調査、経済構造実態調査

圏央道（東金JCT～木更津東IC）開通
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出典：令和4年度空港管理状況調書

成田国際空港は
日本と世界を結ぶ

重要拠点

国内主要空港の貨物取扱量（上位10空港） 沿線地域の産業集積、ポテンシャル発揮をバックアップ

成田国際空港

再評価対象区間

内陸工業団地

成田新産業特別促進区域

空港南部工業団地

写真出典：芝山町HP

横芝工業団地

写真出典：横芝光町HP

■成田新産業特別促進区域基本計画のポイント

成田空港周辺9市町において、首都圏の広域的な幹線道路網を構成する圏央道や北千
葉道路等の交通・物流インフラに加え、国内外に豊富なネットワークを有し、国内最大の
貿易港である成田国際空港を核に、国際的な産業拠点の形成を目指していく。

出 典：成田新産業特別促進区域基本計画（R5.3策定）
※地域未来投資促進法に基づき、千葉県と成田空港周辺9市町村が共同で作成した基本計画

20.6分

24.1分

0分 5分 10分 15分 20分 25分 30分

整備後

整備前

■所要時間短縮効果（横芝工業団地→成田国際空港）

出典： R3全国道路・街路交通情勢調査
※圏央道（大栄～横芝）：整備後は100km/h

約3分短縮
（約１割短縮）



４．事業の投資効果

・令和４年１月に新生成田市場が新たに開場。
・新生成田市場は「ワンストップ輸出機能」を備えた日本初の物流拠点であり、農林水産物の輸出拡大に貢献。
・圏央道の整備によって市場へのアクセスが向上し、産業の活性化に寄与。

（２） 農林水産物の輸出支援
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成田市公設地方卸売市場（新生成田市場）

出典：成田市HP

 令和4年1月20日、成田国際空港隣接
地に開場した新市場

 空港と高速道路から近く、食品の流通
に最適な立地

 農水産物の加工と輸出手続きを場内
で完結できる「ワンストップ輸出機能」
を備えた日本初の物流拠点

 成田市では「成田市場の輸出拠点化
プロジェクト」を進めており、日本の新
鮮な農水産物を世界に発信する市場
となることを目指している

成田の強みを活かした市場の輸出拠点化により、農林水産物の輸出拡大に貢献

出 典：成田市場の輸出拠点化プロジェクト（平成27年策定）

圏央道による新生成田市場へのアクセス向上

新生成田市場

成田国際空港

成田IC

(主)成田小見川
鹿島港線IC（仮）

東日本の産地からの
アクセスが容易に

所要時間の出典：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
※圏央道（大栄～横芝）：整備後は100km/h 市道は30km/hとして算出

【大栄～横芝開通後】
大栄JCTから5分

■周辺産地との連携

県内のイチゴ産地で有名な山武市の事業者や団体も、新生成田市場の取組みには
大きな興味を示しており、今後は県内の青果生産額の上位である旭、香取、銚子、山武
などの県内産地や各JAなどとも連携を深めていく必要がある。

出 典：成田市公設地方卸売市場経営展望

【現状】大栄JCT
から13分

大栄JCT

所要時間の出典： 令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
※圏央道（大栄～横芝）：整備後は100km/h

新生成田市場

山武市→新生成田市場

約58分→約28分

（約30分短縮）

旭市→新生成田市場

約61分→約53分

（約８分短縮）

旭市
再評価対象区間

山武市

開通前

開通後



４．事業の投資効果
（３） 費用便益分析
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・基準年次 ：令和5年度（2023年度）

・分析対象期間 ：供用後50年間

・基礎データ ：平成27年度

全国道路・街路交通情勢調査

・交通量の推計時点 ：令和22年度（2040年度）

・計画交通量 ：15,600～23,200（台／日）

・事業費 ：約1,940億円

・総便益(Ｂ) ：約2,108億円（約5,895億円※）

・総費用(Ｃ) ：約1,998億円（約2,416億円※）

・費用便益比(Ｂ/Ｃ) ：1.1

１）計算条件

：令和2年度（2020年度）

：供用後50年間

：平成22年度

全国道路・街路交通情勢調査

：令和12年度（2030年度）

：16,100～23,400 （台／日）

：約1,490億円

：約1,602億円（約5,050億円※）

：約1,442億円（約2,006億円※）

：1.1

【参考：前回再評価（R2）】

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、令和22年度の交通量を、整備の有無それぞれについて推計し、
「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

※基準年次における現在価値化前を示す。



４．事業の投資効果
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２）事業全体

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
1,936億円 133億円 39億円

2,108億円
(約5,895億円)

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.1
1,782億円 216億円

1,998億円
(約2,416億円)

３）残事業

便益

(Ｂ)

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益
費用便益比

（Ｂ／Ｃ）
1,936億円 133億円 39億円

2,108億円
(約5,895億円)

費用

(Ｃ)

事業費 維持管理費 総費用

1.8
963億円 216億円

1,179億円
(約1,698億円)

注1）便益・費用については、令和5年度を基準年とし、社会的割引率を4％として現在価値化した値、()内の値は基準年次における現在価値化前を示す値である。

注2）費用便益比算定上設定した完成年度は令和11（2029）年度である。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注4）感度分析については、交通量・事業費は±10％、事業期間は±20％としている。

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 0.95 1.2

事業費 1.1 1.01

事業期間 1.1 0.97

感度分析
（Ｂ／Ｃ）

-10%
(-20%)

+10%
(+20%)

交通量 1.6 2.0

事業費 1.9 1.7

事業期間 1.9 1.7



本線横断構造物の集約（跨道橋）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約２．１億円

• 当初は機能補償として整備を予定していた本線横断構造物について、隣接する成田国際空港の機能強化事業により
町道が将来廃止されることとなったことから、関係機関との調整及び地元の理解を得たうえで機能補償の集約を行うこ
ととしコスト縮減を行った。

（１） コスト縮減の取り組み［本線横断構造物の集約］

５．コスト縮減等

5号跨道橋
（約2.1億）

集約

空港整備区域
空港整備により、廃止となる町道

18



６．関連自治体等の意見

19

（１）千葉県からの意見

（千葉県知事の意見）

・圏央道はアクアラインと一体となって、首都圏の各都市と成田空港などの拠点間を環状につなぎ、首都圏の広域
道路ネットワークを形成する極めて重要な高規格道路である。

・圏央道などの幹線道路網の整備進展により、令和４年の県内の企業立地件数が過去最高となっており、さらに、
当該区間の沿線地域では、開通を見越し、新たな開発が計画されるなど、県民の開通に対する期待は非常に大
きいところだが、令和６年度開通が困難になったことは残念である。

・新たな開通目標のうち、大栄・国道２９６号IC間については、前倒しでの開通が示されたが、目標が確実に達成さ
れるよう強力に事業を推進してほしい。

・なお、事業費については、県の負担増とならないよう、有料道路事業を活用するとともに、引き続き、コスト縮減を
図りながら、効率的に事業を実施されたい。



７．今後の対応方針（原案）

（２） 事業進捗の見込みの視点

・平成20年度に事業化し、平成25年度から用地買収着手、平成27年度に工事着手。

・用地取得率は約99％（令和5年3月末時点）。

・引き続き、工事の促進を図り、早期開通を目指す。

（１） 事業の必要性等に関する視点

・圏央道（大栄～横芝）は、首都圏３環状の一番外側の圏央道を構成する路線であり、環状道路の整備により、都心の
混雑を緩和する役割や、郊外から都心部への交通を分散導入する役割などが期待される。

・並行する成田松尾線の文化センター入口交差点は主要渋滞箇所に特定されているが、圏央道（大栄～横芝）の整備
により、交通渋滞の緩和、交通事故の減少が期待される。

・圏央道（大栄～横芝）の整備により、沿線地域の活性化や地域づくりの支援に寄与。

・費用便益比（Ｂ／Ｃ）は1.1である。

（３） 対応方針（原案）

・事業継続とする。

・圏央道（大栄～横芝）は、首都圏の道路交通の円滑化、沿線地域の活性化、企業活動・地域づくりの支援などの観点
から、事業の必要性、重要性は高く早期の効果発現を図ることが妥当と考える。
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